






要約:クレチン症マス・スクリーニングにおける FT4 検査実施状況について、検査施設を

対象に調査を行った。FT4 検査を導入している 13 施設中 12 施設から回答が得られた。そ

の内、4 施設は初回検査より TSH-FT4 同時測定でスクリーニングを実施していた。再採血

検査では 11 施設で同時測定が行われ、その結果 TSH 高値、FT4 低値ならばリテストせず

に精密医療機関受診の早期化が図られていた。両者の測定によりスクリーニング検査の信

頼性はより高められた。また、中枢性クレチン症を 4施設で発見しており発生頻度に関し

ては、1/31,000～1/191,000 人と施設間差が見られた。今後この要因について、FT4 検査

の有用性を含め検討が必要であると思われた。しかし、この発生頻度は先天性アミノ酸代

謝異常症等と比べて高率であることが推察された。


